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地域が抱える問題点と課題
　我が国各地域の産業や生活は、広域的・全国的・国際的なシステムに組み込まれ、例えば農業では、全
国流通や全国レベルの規格を前提とした生産のみが各地域に求められ、地域固有の伝統的な作物や食文化
が衰退し、「身土不二」は望むべくもないものとなった。巨大化した流通システムが、末端の生産者の品物
一つひとつにまで規格を定めてきた。そして田畑はコンクリートで囲まれ、川は三面張りの水路にされて
しまった。
　こうして、各地域の産業や生活が立ち行かなくなっており、歴史文化の継承は望み難いものとなった。
地域社会の総合性は失われ、家族が崩壊し、人間関係は分断された。このような状況下において、国は「自
立的に発展する地域」を創れと言っているが、どのような目標や将来像を描いて、誰がどのようにそれを
実現していけば良いのであろうか。
　内閣府の地方再生に関する特別世論調査の結果（2005年6月、2007年12月）によると、2005年6
月時点で、住んでいる地域に「あまり元気がない」「元気がない」と答えた人の割合が約45％であった。そ
れが、たった2年半で53％に増えている。今は、もっと割合が高くなっていると思われる。一方で「元気
がある」と答えた人の割合も増えており、二極化の傾向が見られた。「今住んでいる市町村の将来に不安を
感じている」という人も多い。
　こうした世論調査の結果を裏付けるように、各地域では様々な問題が噴出している。地域活力の停滞・
低下、地域づくり人材の不足、地域戦略の不足、地域間交流・連携の不足、従来型観光地の疲弊、新価値創
造の不足、新産業の不足、中山間地域の農林業の低迷、伝統技術の衰退等々である。
　そして、行政は、各地域への責任を放棄した。一例として、奈良県内の某市が挙げられる。4町村が合併
したが、お金がないから何もしないという状況に陥っている。これまでの行政は、財政規模が膨らむ過程
で、様々な住民サービスを行政サービスとして取り込んできたが、お金がなくなってきて、そのサービス
を打ち切っている。お金がなければ、地域づくりの現場へ顔を出す、ともに汗を流す、ともに知恵を絞る
ということを行えば良いのだが、庁舎に閉じこもったままで、何もしていない。

〔プロフィール〕
1949 年石川県生まれ。神戸大学工学部建築学科卒業。地域・都市計
画のシンクタンクを経て、2000 年から奈良県立大学教授。この間、
1995年に大阪大学で博士号を取得。関西文化学術研究都市、国際花
と緑の博覧会、大阪湾ベイエリアの開発整備、大阪湾の環境保全・創造、
阪神・淡路大震災からの復興などに関する計画、近畿各地域の振興計
画などに従事。奈良・もてなしの心推進県民会議会長、奈良県国土利
用計画審議会会長、奈良市開発審査会会長などの公職多数。一方で、
奈良のむらづくり協議会代表幹事、地域づくり支援機構理事長など、
地域の人々と「共働」しながら、各地域の地域発展に尽力している。
最近の著書に『地域の時代を創る－地域発展と「ひと」の役割－（編
著）』、『新版　海域環境創造事典（共監編著）』『海の科学（共監編著）』
などがある。
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　今後は、予算不足やノウハウ不足で行政が対応できない領域が広がり、地域づくり・まちづくり団体が、
公的サービスを提供しなければならない状況がさらに広がることとなる。

地域づくりへの経緯とエコロジカル・デベロップメント
　昨年7月、国土形成計画全国計画が閣議決定されたが、ここで「新たな公」を基軸とする地域づくりを
進めるという言葉が使われた。行政だけでなく多様な民間主体を地域づくりの担い手として位置づける
ということである。自治会、婦人会、老人会、PTA、地域防災コミュニティといった地域団体に、もっと
「公」の役割を担えということなのだが、そう簡単にはいかない。なぜかと言うと、自治会であれば旧自治
省、PTAは旧文部省、防災コミュニティは国土交通省がといったように、国レベルのタテ割りを地域に持
込んで、全国各地域を統治してきた状況が残るからである。このため、各地域では、地域が抱える問題・
課題の全体像が認識できておらず、将来のあり方を踏まえ対応すべき課題の優先順位を決められない。地
域がタテ割り分断された状況下では、地域の力を結集しようがない。
　日本は、明治時代から中央集権国家になり、特に1950年代以降、中央への集中傾向が強まっていくの
だが、その原因のひとつに、第二次世界大戦中の国家総動員法がある。この法律によって、情報機関の本
社がすべて東京に集められた。戦後もそのまま東京に本社が残り、すべての情報を東京でコントロールす
るという体制ができ上がった。
　この一方で、役人が国全体に関わる様々な問題を解決していくのだが、資源がない我が国が生き残るた
めの加工貿易立国政策、食糧増産対策などを進めた。この政策は、十分に功を奏した反面、海が埋め立て
られ浅海域の生物多様性が失われたばかりか、陸地でも、耕地整理を行い、また防災と水利のために河川
を三面張りにした。河川は水路となり、生物が棲めない水路は汚れ、子どもたちが遊ぶことすらできない
状況となった。川は、生活との関わりが薄れ、最終的にはドブにというように、マイナスの連鎖が膨らん
でいった。
　戦後政策は、経済的に豊かな社会を短期間に実現するという、プラス面がたくさんあったことも事実で
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ある。所得が上がり、モノの値段が安くなる。これは画一化、効率化のおかげであり、必要なものがすべて
手に入る社会を短期間に創り上げたことは、日本の官僚システム、行政システムの素晴らしいところであ
る。
　しかし、「経済効率を重視し、画一的な施策や制度を実施した結果、各地域の個性や特性を軽視すること
になり、地域づくり活動が衰退し、各地域の活力が喪失していった。そして、地域の人たちは自ら考える
ということ、地域全体について考え、行動する機会を無くしていったのである。
　こうした経過の後、バブル経済の崩壊とともに、人とのつながりや自然との触れ合い、安心して食べら
れる食材の入手など、新たな豊かさを地域に求める動きがでてきた。
　1990年代に入り、独自の地域づくり活動が加速した。そして、1995年の阪神・淡路大震災もあって、
1998年、第5次全国総合開発計画を「21世紀の国土のグランドデザイン」という言葉に変えて、国の新
しい将来像が示されるのだが、そのサブタイトルは、「地域の自立の促進と美しい国土の創造」であった。
具現化のために、「参加と連携」が要請された。
　ここには、各地域の個性・特性を殺ぎ、地域活力を喪失させたことへの自戒の念が見える。また、世界
に誇るほど美しかった日本の国土を、工業化・経済開発の過程で、あるいは画一化した制度のもとで潰し
てきたことへの反省がある。また、以前は、国・地方公共団体が何でもやってあげるから、皆さんは税金
さえ払っておけば良いということで、「参加と連携」という発想などなかったのだが、「参加と連携」なしに
はこのグランドデザインを実現できないとなった。それが、国土形成計画の「新たな公」という言葉につな
がってくるわけであるが、きちんとした役割を果たす「ひと」がいなければ、コトは簡単ではない。
　こうした経緯から分かることは、エコロジカル・デベロップメントが大切だということである。地域が
連綿と引継ぎで育ててきた自然資源・歴史文化資源・生活文化資源・人的資源・伝統技術などの地域資
源を活かし、地域の主体性と地域資本によって、また、地域の多様な関係者の「共働」と他地域との連携に
よって、現世代の満足を充たしつつ将来世代へ引継ぎ得る地域を創ることがエコロジカル・デベロップメ
ントである。

地域資源を活用した地域づくりと地域発展の構図
　これからの地域を新たな発展に導くには、どのような状況を創れば良いのだろうか。どの地域でも、次
世代に引き継ぎ得るような基盤が積み重なり続けることが重要であり、地域内の人々の自信や誇りが醸成
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されている状況が必要である。また、他地域と活発な交流を続け、刺激し合い、融合し、新たな価値を創造
し合っていくことも不可欠である。
　そして、各地域においては、1）人々が信頼関係（共生関係）を築き、豊かな人生を全うできる地域を創
造すること、2）各世代が誇りをもって住み、他地域にも貢献する地域を創造すること、3）生きとし生け
るものすべての将来世代へ引き継ぎ得る地域を創造することを目標としなければならない。
　具体例を示す。奈良市の東南部、万葉集に地名が出てくる「清澄」地域では、巨大化した流通システムの
もとで廃れてしまった伝統野菜を復元し、それを使った料理を提供し、多くの都市住民との交流を拡大し
ている。また、かつて栽培されていた「ムコダマシ（婿だまし）」という名称の粟で作った饅頭を復元する
といった活動に取り組んでいる。こうした活動を通じ、地域の元気と人々の誇りが着実に向上している。
　明日香村に隣接する高取町は、知名度が低い町であるが、2007年から「町家の雛めぐり」というイベン
トを実施している。それぞれの家の蔵や押入れにしまっている雛人形を、座敷へ出し、見てもらい、町民
がこぞって来訪者をもてなしている。初年度は約8千人、昨年はその3倍以上の約26千人が同町を訪れ
た。お雛さまは、個々の家の財産であるが、みんなでそれを公開することにより、地域の資源とした。ま
た、来訪者を座敷へ上げてもてなすことにより、隠されていた「もてなし能力」を開花させた町民も多い。
　地域の宝を持ち腐れにするのではなく、地域固有の資源として情報発信すると、必ず興味をもつ人たち
が来てくれ、異なる情報や価値観をもつ人々との交流が生まれる。次のステップでは、1）資源評価が得ら
れ、活用可能性が生まれる、2）訪れる人との間に信頼関係が醸成される、3）人は触発され、隠れた能力を
発揮し、また、新たな発想を獲得（人的資質の開花）する。こうなれば、地域固有の資源が活かされ、新た
な価値（人財・文化・サービス・商品など）が生まれ、それがまた人々を惹きつけつけることに発展して
いくのである。

地域づくりにおける「ひと」の役割
　未利用の地域資源を活用し、地域の問題点を解決し、発展する地域、持続する地域に生まれ変わらせる
ための「ひと」の役割を見ていきたい。
　奈良で、7年前に設立した地域課題を解決することを目的としたNPO地域創造政策研究センターは、
定年退職した人たちを中心メンバーに、豊富な知識やノウハウ、人的ネットワーク、行動力、社会貢献意
識を活かして、世界的に有名なニューヨーク・シンフォニック・アンサンブルと地元の少年少女合唱団と
のコラボレーションを実現させ、また、室生での地域づくりを行うなど、地域発展のための様々な取り組
みを行っている。資源と言っては失礼なのだが、リタイアした人たちは、地域にとって極めて重要な資源
であり、彼等は、室生では、地域発展へ向けて「先走りするバカ」、人と人、地域と地域、市民と行政をつな
ぎ、地域課題を解決する「コーディネータ」の役割を果たした。彼等の活動によって、何ごとにも興味を
もって参加する住民も多く出てきた。私は、地域の将来像とそこへのステップを示す専門家の役割を担っ
た。学生も多く参加してくれた。
　各地域では、1）問題・課題に気づき、解決に向けて「先走りするバカ」を、2）旧来からの地域社会のリー
ダー、3）何もしないことのリスクが、何かすることのリスクよりも大きいことを理解している、地域全体
の利益を考える意識の高い住民、4）その地域を気にかける「よそ者」（計画・自然・景観・産業開発・流
通システム開発・生活文化などに関する専門的知識をもつ地域プランナーやコーディネータ）、5）行政ス
タッフが支援する仕組みが必要である。ここに、6）若い視点から地域の人々に刺激を与える「若者」も存
在すれば、なおさら地域活力が醸成されていく。この6種類の「ひと」の役割がうまく組み合わされれば、
地域づくりはスムーズに進むことになる。この時、ひとり二役があっても良い。
　最後に、地域づくりに携わる人には、「か・き・く・け・こ」に留意するよう願いたい。「か：仮説を立て」
「き：聞く（周りの人に）」「く：繰り返し」「け：検証する」「こ：ここからが出発点だと思う」ということで、
「か：仮説を見直し」「き・く・け・こ」へと何度も考えを巡らせて欲しい。地域づくりにおける「ひと」の
役割がそれぞれに発揮されて、ますます地域活力が醸成されていくことを願っている。
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